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第 7 章は第 3 章で提案した理論式を検証するための実験について述べたもので、理論式誘導のさい
に設定した仮定が妥当で、あり、かつ理論値と実験値がよく適合することを確認している。






状態における即時沈下が場合によって圧密沈下を上回ること、 Poulos- Davis による圧密沈下は過小で
あることを明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
本論文ではまず、従来の圧密理論が士の脱水圧密のみに立脚していた事実に注目し、土の変形条件
を考慮することによって、サンドドレーンに適用するための新しい圧密理論と圧密沈下量の計算式を
誘導し、従来広く用いられてきた Barron の理論に修正を加えている。ついで、これらの成果の実用化
とサンドドレーン設計の合理化をはかるため、外向き放射流れによる K。圧密試験法および等方圧密
試験法を提案し、それらの妥当性を実験的に立証するとともに、実験誤差の補正 )j法を珂論的実験的
に明確にしている。さらに、本論文では、大型模型によるサンドドレーンの'夫!検討;県について述べ、
上記の新しし 3理論ならびに試験法がいずれも妥当であることを確認している。
以上のように、本論文は、軟弱地盤改良のため広く採用されているサンドドレーンに関して、それ
による圧密現象の解析方法に新知見を加え、ザンドドレーン設計の合理化に寄与するものであって、
土質基礎工学上ならびに地盤改良技術上貢献するところが大である c よって、本論文は博士;論文とし
て価値あるものと認める D
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